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Wrightの 黒 人 心 理
粕 谷 範 子
RichardWright(1908-1960)は,MississipPi州のNatchezの 町に
あ る農場 の棉 作小作人の息子に生まれたので,南 部 における人種 問題 に
悩ま されて いた。 自分の体験 などを題材 として,主 に抗 議文学 を書いた
黒人作家 の一人 である。
1920年 代 にAmericaで は,NegroRenaissanceが起 こ り,Hurlem
が文学活動 の中心 とな り,第 一 次世界大戦後 の人 々の気持 ちが,文 明開
化 によご され ない昔に もど りたい と思 い,黒 入 を再認識す る。そ こで黒
人 は,そ れ を利用 し黒 人の持 ち味を爆発 したので ある。Jazzや 黒人 た
ちが構成 し上 演 した劇 が好評で あった。
1929年 か ら1939年 の大不況期 は,Americaの 全階層に深 刻 な影響 を
及 ぼ した。 その最大の犠牲者 は,黒 人大衆 であった。 この よ うな,め ま
苦 しい時代 背景 を念 頭 にお いて,Wrightの 作品 にお ける黒人心理 を探
ってみたい。 彼の作品 は,二 つに分 けられ る。America(1935-1945)
を主題 とした 作品 と,France(1950-1960)に移 ってか らの 作品で あ
る。"TheGreatMigration"(1916-1935)にお いて,黒 人の多 くは,
農村か ら都市へ,南 部 から北部 へ,棉 つみか ら工場 での仕事や ヨー ロッ
パ人 の対応へ と,自 由 と新 鮮で強烈な刺激 を求 めたのである。 そ して同
時 に中世的Americaか ら近代的Americaへ の慎重 に考えられ たあげ
くの脱出で もある。Wrightも その一人 である。 しか し私 たち とは違 い,
彼 の場合 は,血 み どろな脱 出に脱 出を重 ね,意 識的 に努力 してOutsider
にな らねばな らなか ったのであ る。/、
彼 の作 品中には,怒 り,Frustration,絶 望,そ して,暗 黙の うちに 白
人に対 して,黒 人を と り囲む環境や社会に対 して抗議が存在 している。
しか しFranceに 移 ってか らの作晶の中には,総 てに対 しての抗議が し
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これ らの作 品の中から,Wrighの 代 表作であるNativeSonを中心
に,Americaを 主題 とした他の二篇 と共に,America社 会に存在す る
黒人心理 を研 究 したい。
主 人公 であるBiggerは,flyingpanで鼠 を殺 す場面 で一 日を迎え
る。 この ことは,彼 のこれ から引き起 す事件 を予期 した出来事 であ る。
彼 の一 日は,死 で始 ま り死で終 る波乱 万丈な一 日である。黒 い皮膚を し
てい るために 白人の中で,恐 怖 におののき生 きのびるのであ る。最大の
恐怖 は,自 己認識 である。 白人がBiggerの 自由を奪 い,彼 にfrustra-
tionを 起 こ させ てい るこ とを知 りな がら,そ の事実を認 めて しまえば,
それ はそのまま根深 い 自己嫌悪 を認 めるこ とになる。 それ で 自らの憎悪
や反抗 を,他 の黒 人,映 画,踊 りなどに向けて,一 時的 に 自分 のegoを





同 じ人間であ りながら,総 てに差別 を受 け人間 として扱 われ ないので
ある。Biggerは,白 人 なら受 ける必要の ない様々 な 悲惨 な出来事 に直
面 し悩ま される。 黒人に 与え られる ものは 何 一つ ない。 恐怖 のみで あ
る。Biggerは,恐 怖 を感 じた時 に,自 分の抑圧 を忘れ させて くれ る程
の強 烈な行動で心 の中を襲 う恐怖 をか き消す ことを望むので ある。そ の
ため に黒人同志で喧嘩 を した りす る。 それ は彼 に とって 日常茶飯事で あ
る。 彼は,こ れか ら自分 に起 こる運命 を 自か ら悟 り,そ れ を選択 したの
であ る。、黒人に とって暴力 は,恐 怖 と憎悪 に対す る補償行為 にす ぎない
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ので ある。彼 らからみて人生 の本質 は,権 力 と暴力 なのであ る。
多 くの黒人 は,宗 教 を尊ぶ ことで 自分の心 を抑圧 していた。 しか し,









南部 で生活 した体 験が,身 体や心 の中まで入 り込 み,純 粋 に宗教 を信
じる心 を持 ち合 わせてい なか ったのである。彼 は,ひ たす ら生 きるため
に,自 分 の才覚だ けを頼 りに してきたのであ る。
Dalton家 は,白 人の象徴 である。Biggerは,Dalton家に一歩足 を
踏 み入れ る と,白 髪の男,白 い布をま とった顔 も髪 も完 全に 白い夫 人,
それに 白い猫 とい うよ うに総てが 泊"で あ り,彼 は恐怖 の渦 の中に巻
き込 まれ てい くのであ る。Dalton氏 は,黒 人地位向上全国協会の支 持
者 であ りなが ら,そ の反面黒人に高賃金で貸 家 をしてい る黒人大衆 には
見 えない影 なのであ る。 この家族 こそAmerica黒 人に対す る盲 目性 を
象 微 してい る。 自人 は常 に 自分の思 い通 りに事 を運ぶのであ る。黒人の
気 持ちを少 しも考 えず に,「黒人 とは,頭 のない言 いな りの動物 だ。」 と,
頭 の中で黒人 を形成 しているのだ。
MaryとJanの や さし さも,Biggerに とって は,逆 に無言の憎悪 を
か きたて るばか りで ある。彼 は,生 まれてか ら一度 も白人か ら,や さ し
い言葉 をか けられた こ とがな く,母 親のお腹 にいた時か ら,黒 人の生 き
方 を教 え込 まれてい たので,躊 躇す るばか りで ある。それ どころか,二
つの白い壁 に圧 迫 され,'Biggerは,息 苦 しく悩 ま され ていれ のである。
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Maryの 死は,Biggerに 英雄 的な存在 をもた らしたので ある。 彼女
の死は,偶 然的 な事故であ り,自 然の現象であ る。Biggerは もち ろん
だれ の罪で もない。America社 会が もた ら した罪 なので ある。Bigger
は,America的 所産 であ り,社 会 的矛盾 の落 とし子 なのであ る。 黒人
はそれぞれ 自分 の存在 自体が罪であ るよ うに感 じさせ られて育成 され た
ので ある。
偶然 にしてもBiggerがMaryを 殺害 した ことは事 実で ある。 しか
し彼 は罪 の意識 を少 しも感 じないので ある。逆 に屈辱や恐怖 の意識 が薄
らぎ高揚 した解放 を痛感す るのである。Maryの 存在 は,彼 に大きな恐
怖 を もた らし,自 動的 に大 きな暴力 を作 り出 させ たので ある。Biggerの
行為 は,事 故で もあ り,同 時に事故 で もないのである。彼 は,絶 えず支
配 的文 明の きらびやか さに依 って苦 しめられ て生きてきたので,殺 人を
犯 す ことに よって,己 れの 日常生活 の境界を突 き抜 けたのである。彼 の
今 までの悲惨な生活が生みだ した圧力を象徴的に破壊 したのである。 自






今 まで とは違 い,自 分 自身 を認識 して,人 間本来の新 しい生活 を自分
の手 で創造 したのである。彼の犯罪 は,彼 を世間の中につ なぎ とめて く
れ る錨 の役割 をしたのであ る。
Americaに 在 る黒人 は,法 律,原 則,制 度が 自分たち に適用 され な
い ことを,自 覚 している。UncleTom'SChildrenの"TheEthiesOf










警官 も店主 も,手 はず通 りの よ うに,な ん とも思わず黒人 女性 に乱暴
す る。 そ してY警 官 は,被 害者であ る黒人女性を警察に連行 する。 それ
に反 して,Biggerは,Maryに 乱暴 さえ していないのに死刑 の宣告を
受 けるに至 るので ある。い ずれ も皮膚の色だ けで善悪決 定 してい るので
あ る。Americaに おいて法律 は,存 在 しないのであ る。
黒人に は,神 へ の信心や酒 に酔 って"現 実逃避"す る しか道は なか っ
たので ある。彼 らに とって,自 由な世界,可 能 な世界,そ して恐怖 なき
世界 は,空 想 の世 界だけである。Biggerは,そ んな生活 に絶えられ ず,
自分だ けの倫理,道 徳,さ らには人格の 形成の必要性に 気づ くのであ






逆に黒人 たちか ら見て白人は人間で はな く白人 は大 きな¥¥自 然力"な
のであ る。黒人 たちは怖れ ようと怖れ なかろ うと,一 日をそ の"力"と
共 に暮 さな くてはな らないのである。 だれ もが,¥¥白 い力"に 抵抗す る






Biggerは,Mary殺害 の後 に,深 く自分を再認 識 して,心 の奥底に
いつかは黒人種が行動に出て,恐 怖 と屈辱 を終 らせ る 日が来 るの を信 じ
ていたのであ る。 しか し黒人であ るた めに 白人たちの生活 を生 きねば な
らないのであ る。 白入の頭の 中に存在す る黒人で なければ ならないので
あ る。Biggerの 愛人 であるBessieも その中の一 人であ る。愛人 とはい
って も黒い皮膚 をしているもの には,愛 が存在す るよちは な い の で あ
る。BiggerとBessieと の間 は,男 が酒 を提供 して,そ の代償 として女
が,肉 体 を与 える関係 にす ぎないので ある。黒人で あるBiggerは,心
の底か ら人 を愛 したこ とは一度 もなかったのである。
Biggerは,緑 色がか った明 りの中でMaryを 殺害 して,彼 女 の首 を
切断す る。 ついで炉 の中で燃焼 させ る。続 いてその大邸宅 とは対象的 な
鼠 の うろつ く廃屋 で 自分 の身 を守 るためにBessieの 頭 を,レ ンガでた
たきつぶす のである。数 日の うちに,二 人の女性 を殺 害する ことによっ
てBiggerは,解 放感 ばか りでな く今 までの盲 目性 を明 らかに したので
ある。 以前 のBiggerは,白 人ばか りでな く黒 人に も目を閉 ざしていた
のである。 しか しMaryとBessie殺 害によって精神 的な反逆 が実現化
され 目を開 くのである。Dalton家 と,白 人の盲 目性 を利用 して,偶 然
的なMaryの 事故 を計画的 に共産党員のJanに 罪 をきせるのである。
白人は,黒 人の能力で は,Maryの 殺害は当然あ りえない と考えてい る
のであ る。 しか し彼に とっては,最 も意義深 い出来 事であ る。誰 もが想









普通 の黒人た ちよ りもBiggerは,強 烈 な自我 の持主 である。 厂黒 人
の最 大の恐怖 は,自 己認 識であ る。」 と知 りなが ら,Biggerは,す でに
自分 自身 を悟 っ てい るのである。 しか し,彼 の望 んで いる事 は,人 間本
来 だれ もカミ思 うことであ る。黒 い皮 膚の持主だけ が,望 んではいけない
事 ではないので ある。彼 は,人 間であ るか らこそ人 と溶 け合 って世界 の
一部分 にな り,自 己を見い出せ るよ うにその中に 自己を没入 させ る こと





takeyolife.!"8)と 述 べている。総 てが 白人には有利で ある。黒人 に と
って生涯追求す るのは"自 由"で あろ う。 自由を獲得す るためにBigger
が とった様 々の手段 は,彼 の置かれた環境に よって決定 されるのであ る。
しか し,白 人 は,自 由ばか りではな く,女 性 も生活 も総 て黒人か ら取 り
上げて しま うのである。Dalton氏 もその一人にすぎないのである。彼
は 「黒人 にchanceを 与 えたい。」 といいなが ら,SouthSide地 区に大
きな不動産 を所有 してお り,黒 人ghettoを 現在 のよ うな状態 に止 めて
お く事 に投資 してい るのである。彼 は,自 か らの 目で実際 の黒 人の心 を
見た こ とが,一 度 としてあった ろ うか,彼 は,自 分の狭 い 目で,黒 人
の外面 をた だ見 ていたにす ぎないのであ る。Biggerよ り も,む し ろ
Dalton氏 こそ,無 実で あると同時に有罪 なのであ る。
どの新聞記事 において も,Mary殺 害について書かれ ているが,Bes-
sieの 殺 害に は,触 れ よ うともしてい ないのである。 白人 に とって,黒
人女性 の死 は,ど うで もよいこ とで ある。Bessieの 死体 は,Mary殺 害
の一つの証拠物件 にす ぎないので ある。Bessieは,白 人 に命L'ら れ た通
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りの 生 き 方 を し て き た 。 恐 怖 と屈 辱 の 存 在 す る 白 人 に 絶 対 服 従 して き た
の で あ る 。 そ し て 殺 され た 後 で す ら も な お,白 人 に 支 配 され 利 用 さ れ る
の で あ る 。Biggerは,Mary殺 害 に 関 し て は,何 も感 じ な か っ た が ・
Bessieに つ い て,す ま な い 気 持 と,彼 女 を あ わ れ む 心 で 満 た され て い た







Biggerは,皮 膚 の 色 の た め に,America社会 と戦 い,敗 北 し て い く
の で あ る 。 彼 は,死 へ の 恐 怖 が あ っ た が,真 の 悲 劇 は,彼 が 憎 悪 の 中 に
死 ぬ と い う事 な の で あ る 。 彼 は,人 間 と し て の 自 由,愛,信 頼 を 求 め
て,最 終 的 に 彼 を 打 ち 負 か し て し ま う 敵 意 に 満 ち た 社 会 環 境 と戦 っ た の
で あ る 。Bigger個 人 の た め で は な く,America文 化 の ゆ が み が強 制 し
た 疎 外 環 境 に 置 か れ た 黒 人 た ち の た め に 戦 っ た の で あ る 。
生 ま れ て 始 め て,白 人 がBiggerに と っ て 人 間 と な る の は,彼 の 弁 護
士 のMaxで あ る 。 入 間 的 な 結 び つ き を し た の で あ る 。 黒 人 で あ る た め
に 白 人 は 敵 で あ る と 信 じ て き たBiggerは,殺 人 を 犯 さ な い 限 り・Max
やJanと は,出 会 え な か っ た で あ ろ う。Maxは,Biggerの 内 に ひ そ










Maxの す ば らしい弁論 によって,Biggerを 生んだAmerica社 会
が,黒 人存在 の追求や,動 機 なき殺人原因 の追求で鋭 く分析 されて,告
発 されて ゆ くのである。 そんなMaxにBiggerは,人 間的な信頼 をい
だ くので ある。
黒人 には,人 間本来 の本当のや さしさ,思 いや り,喜 び が欠如 してい
る。 そ ういった ものは,彼 らの周 囲には,不 必 要なので ある。伝統 は貧
し く,協 調性 や情感 の きずな も,も ろい もので しかない。生活 も考 え方
も乏 しいのであ る。 それ らの 原因 は,総 て彼 らを包む 環境 のためであ





白人た ちは,Biggerの 犯罪の事実 を知 り,彼 を殺す こ とばか り,考
えてい る。彼 が犯罪 を犯す前 に,い や とい う程感 じさせ られ てきた憎悪
感,屈 辱感,そ して恐怖感 については,絶 対に知 ろ うとは しないのであ
る。Biggerは,何 が 自分 を殺 人に追 いや ったのか,民 衆 に,少 しで も
理 解 してほ しか ったのであ る。
Maxは,こ れ らを,資 本主義 と白人至上主義 のAmerica社 会構造





C::一 は,決 っして人を殺 した くて殺害 した の で は な い。South
Americaで20年 間生 きて きた彼 に とっては,自 分 の身 を守 るためにや
らねば,自 分 が殺 され るか らであ る。黒人の一 日は,波 乱万丈 で緊迫 し
てい る。彼の とった態度 は,本 能的 な行動 なのであ る。
この作品 は,「恐怖」「逃走 」「運命」か ら成立 していて,黒 人 の内に潜
む心理 が,Biggerに よって描 かれ てい る。 皮膚が黒いた めに運命は悟
られ てい る。毎 日,恐 怖や屈辱 に服従 して,自 分の心理 を抑圧 して生 き
のびて いる。
Dalton家 でのMaryの 窒息 死,そ れか ら彼 女の首を切断 して,赤 い
炎 の中で切断 された身体 を燃焼 させ る。続 いて愛 人のBessieを レンガ
で たた きつぶ して,真 暗 な通風孔 へ彼女 の死体 を棄 てる。彼 は,ア パ ー
トの屋上 の雪 と氷 におおわれ た給水塔 の上で,水 を浴 びせ られ,身 体 も
凍 って墜落 する。数 日間 の うちに,次 々 と暗黒 の中で,血 生 ぐさい身の
震 えさせ られ るよ うな事件 を起 こすので ある。 これ らは,本 来 の人間 に
可能 なこ とだろ うか。黒人で あるBiggerは,や は り人間 ではな く獣 な
のだ ろ うか。それ は,Americaで の今 までの生涯の 中で,不 安 と恐怖 と
憤 りと絶望 との体験が,彼 に,こ れ らの息 もつかせ ないよ うな事件 を引
き起 こさせ たので ある。
Naturalismの 流 れを受 けつ ぐもの として,NativeSonとAnAmer-
icanTragedy(1925)は,しば しば比較 され る。AnAmericanTrage-
dyは,TheodreDreiser(1871-1945)がClydeとい う青年の生 いた
ちを克 明に描 き,彼 が上流階級 に加 わ る唯一 の道 であ る資産家の娘 との
結婚 を成 し遂 げ るために,殺 人を犯 して死刑 に処 され る過程 を追求 した
作 品であ る。それ に反 して,NativeSonは,Wrightの分身 で もある
青年Biggerが,突 然 に しか も偶然 に大金持 の一 人娘Maryを 殺害す
る。両者 とも殺 人を犯 したこ とには,変 りないので ある。 しか しClyde
に して もBiggerに して も,追 いつ められて いたので ある。 それ は何
か。 それ は,彼 らを取 りま く環境であ り,人 間性 を失 ったAmerica社
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会の抑圧で ある。
Clydeは,計 画的に殺 人を犯す が,Biggerの 場合 は,ふ とした過失
なので ある。 黒人な らば,だ れ もがいだ くこ とをBiggerは,成 し遂げ
た のであ る。恐怖 の殻 を破 らない限 り人間性 は,味 わ えないので あ る。
しか し,黒 人 が,人 間性 を味わ うことは,死 を待 つこ とで もある。 多 く
の黒 人は,恐 怖 と屈辱 を破棄 す ることを望み,白 い力 を打破す るこ とを
夢想 しながら神 を信心 してい るのであ る。だれ もが,自 分 の生命 は,尊
いか ら夢想 で,終 って しま うので ある。
Wrightは,自 分 の生命 も尊 いが夢想で終 りに しなかったのであ る。





黒 人に とって は,白 人であ るMenchenが,非 難 され ているのが不審
に思 われ るので ある。彼 は,読 め る限 りの数多 くの本を読み,言 葉 の背
後の真相 を見抜 くので ある。黒人 は,白 人 と戦 うには,武 器 も人員 も白
人に劣 る。 しか し,言 葉 は何 よ りも偉大であ る。それに一度に多 くの人
人が,読 む こ とが可能で ある。非常 に重要 なもの を,今 まで見の が して
きた こ とに気 づ くのである。
Africaか ら強制 的 にAmericaへ 移 住 させ られ た多 くの黒 人たちは,
白人文化 から遠 ざかった世界 にお しこめられ,黒 人作家 は,耐 えきれな
い恐怖 が怒 りとな り爆 発 して,言 葉 を武 器 として,自 分 たちの民族 意識
を,America文 学 ではな く 濕 人文学"と して,み んなに訴 えている
のだ。黒 人たちの要求や希望 や迫 害や苦悶を表現 しよ うと努力 している
のだ。 皮膚の色の違 いだけで同 じ人間には,変 りないのである。南 部に
存在す る人種 問題 は,我 々外部 の人種 には想 像 もつかない程,黒 人 を襲
って くる。 しか し,黒 人は身の危 機を感 じる時のみに 白人に抵抗す るの
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であ る。
Wrightは,言 葉でAmerica社 会ばか りでな く世界中に,人 種差別
を問いただ しているが,不 合理,反 抗,不 平等を感 じなが ら黒人は,最
後 に敗北 してい くのである。黒 人には,勝 利 は不 可能 で,抵 抗 を示 すの
みである。
Wrightの 作 品には,人 種差別 問題 の解決 が指摘 され ていない。恐怖
や抑圧 に とりつかれ た心理状態 から,Americaに おける 黒 人へのきび
しい差別,拘 束 され た 自由,悲 惨 な環境 をあ りの ままに描 き出 している
に過 ぎない。 抗 議小説 だけで 終 らせ るのではな く,全 世界の 問題 とし
て,人 種差別の解決 を問 う方 向にもってい くべきであった。黒人 の抗議
小説 は,白 人に とって,黒 人 に対す る単 なるあわれみ としか受 け とられ
ず,黒 人作家 は,自 己嫌悪 に陥 って しま うのであ る。Wright自 身 もま
さし くその一人 である。彼 は,SouthAmericaに 住 むRichardWright
か ら,自 分 を守 り,自 由を求 めて,他 の黒人 を見離 して,自 分ばか り作
家のRichardWrightとしてFranceに 脱出 したので ある。彼 は,
AmericaでUncleTom'SChildren,NativeSon,BlackBoyを書い
てい くにつれて,一 段 と黒人 としての 自己嫌 悪に陥 って しまったのであ
ろ う。 彼 は,自 分 の中に存在す る 黒人気質 を捨 て 去 りたか ったのであ
る。Franceへ と脱出 してか らは,文 学の方 向も,変 貌 してい ったので
あ る。 しか し,20年 聞SouthAmericaで,育成 された南部気質は,果
た して彼か ら離れ ただ ろ うか。
私 たち は,愛 の力 と,愛 の悶え と,愛 の恐怖がいかに多量に含まれ て
い るか とい うこ とを,深 く認 識 しない限 り,そ の"扉"を 開 くことはで
きないのであ る。
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